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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

当第 1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な企業収益を背景とした雇用・賃金環境の好

転に伴う個人消費のマインド改善や設備投資の拡大により、緩やかな回復傾向にあります。 

また世界経済についても、ギリシャ債権問題や中国経済の減速など一部に不透明さはあるものの、全

体としては緩やかに回復しています。 

医薬品業界におきましては、平成 27 年 6 月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針 2015」

（いわゆる「骨太の方針」）に「後発医薬品に係る数量シェアの目標値については、2017 年央に 70％以

上とするとともに、2018 年度から 2020 年度末までの間のなるべく早い時期に 80％以上とする」という

新たな目標値が明記された一方で、同方針には「国民負担を軽減する観点から、後発医薬品の価格算定

ルールの見直しを検討する」とも記載されており、今後、ジェネリック医薬品の数量増加に対応する生

産能力体制の増強とともに、より一層の経営効率化に対する努力が求められております。 

このような環境下で、当社グループは「信頼できるジェネリック医薬品」の普及に貢献するべく、新

薬メーカーとして培ってきた「安心と安全」への取り組みをベースとして、ジェネリック医薬品の高品

質維持と安定供給確保、並びに生産性及び効率性の向上への取り組みをより一層推し進めてまいりまし

た。 
 

（医薬品事業） 

医薬品事業の業績は、ジェネリック医薬品については前期より引き続き DPC 病院を中心とした需要の

拡大を取り込み、自社販売は前年同期比 10.8％の増収となった一方、同業他社向けの導出売上は前年第

1四半期に受注が集中した反動を受け同 65.7％の減収となり、受託を含めたジェネリック医薬品事業の

売上高は 7,317 百万円（同 0.6％増）となりました。また主力品については、ジェネリック医薬品への

置換などにより、同 10.4％の減収となりました。 

これらの結果、医薬品事業全体の売上高は 8,469 百万円（同 3.2％減）、営業利益は 586 百万円（同

43.9％減）となりました。 
 

（その他） 

主に受託試験事業、ヘルスケア事業及び不動産賃貸事業である「その他」の事業の業績は、市場競争

の激化にもかかわらず、売上高は 160 百万円（同 146.0％増）となり、営業利益は 2百万円（前年同期

は営業損失 29 百万円）となりました。 
 

以上の結果、当第 1四半期連結累計期間の売上高は 8,629 百万円（同 2.1％減）、営業利益は 588 百万

円（同 42.1％減）、経常利益は 596 百万円（同 41.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 415

百万円（同 33.8％減）となりました。 
 

(２) 財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

1)資産 

流動資産は前連結会計年度末に比べて 1,363 百万円増加し、26,208 百万円となりました。これは、

主に現金及び預金並びに受取手形及び売掛金の増加によるものです。 

固定資産は前連結会計年度末に比べて 57 百万円減少し、16,525 百万円となりました。これは投資

有価証券の含み益があったものの、主に有形固定資産の減価償却によります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて 1,305 百万円増加し、42,734 百万円となりました。 

2)負債 

流動負債は前連結会計年度末に比べて 1,339 百万円増加し、15,278 百万円となりました。これは法

人税等の支払があったものの、主に仕入債務等の増加によるものです。 

固定負債は前連結会計年度末に比べて 268 百万円増加し、12,131 百万円となりました。これは、主

に長期借入金の増加によるものです。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて 1,607 百万円増加し、27,409 百万円となりました。 

3)純資産 

純資産合計は前連結会計年度末に比べて 302 百万円減少し、15,324 百万円となりました。これは、

主に自己株式の取得によるものです。 
 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

現時点におきましては、平成 27 年 5月 11 日に公表した業績予想を変更しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する情報 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

    「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年 9 月 13 日。以下、「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年 9 月 13 日。

以下、「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第 7 号 平成

25 年 9 月 13 日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を当第 1四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。ま

た、当第 1四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第 1四半期連

結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行って

おります。 

  企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項(4)、連結会計基準第 44-5 項

(4)及び事業分離等会計基準第 57-4 項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第 1 四半期連結

会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

  なお、当第 1四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当第 1四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 6 月 30 日） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 
当第 1四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 6 月 30 日） 

当社は、平成 27 年 5 月 22 日開催の取締役会において、会社法第 165 条第 3 項の規定により読み替

えて適用される同法第 156 条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議し、自己株式の

取得を実施いたしました。主にこの結果により、当第 1 四半期連結累計期間において自己株式が 386

百万円増加し、当第 1四半期連結会計期間末における自己株式は 1,372 百万円となっております。 

 

（セグメント情報等） 

前第 1四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4 月 1日 至 平成 26 年 6 月 30 日） 

1)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
(単位：百万円) 

 
報告セグメント その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 医薬品事業

売 上 高  
外部顧客に対する売上高 8,745 65 8,810 ― 8,810

セグメント間の内部売上高又は振替高 1 ― 1  △ 1 ―

計 8,746 65 8,812  △ 1 8,810

セグメント利益又は損失(△) 1,045  △ 29 1,016 ― 1,016

(注) 1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、安全性試験の受託等、ヘルスケア事業及
び不動産賃貸事業を含んでおります。 

2.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

当第 1四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 6 月 30 日） 

1)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
(単位：百万円) 

 
報告セグメント その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 医薬品事業

売 上 高  
外部顧客に対する売上高 8,469 160 8,629 ― 8,629

セグメント間の内部売上高又は振替高 2 1 4  △ 4 ―

計 8,472 161 8,633  △ 4 8,629

セグメント利益 586   2 588 ― 588

(注) 1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、安全性試験の受託等、ヘルスケア事業及
び不動産賃貸事業を含んでおります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

(４) 重要な後発事象 

当第 1四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 6 月 30 日） 

該当事項はありません。 
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